
基準」を遵守すること。 
（４）⽇連会員登録証（登録会員）、公認審判員ワッペン及びイエローカードを携
⾏し、審判を担当するときは、原則ワッペンを左胸に着⽤すること。 

（５）ベンチ⼊り指導者もテニスの服装とする。 
（６）引率責任者は当該校の教員とする。ベンチ⼊り指導者は学校⻑の認めた教
職員とし、２名まで認める。出場ペア数が１ペアの場合は、１名とする。 
校⻑から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施⾏規則第 78 条の
2 に⽰された者）も可とする。なお、ベンチ⼊りが可能なのは、１次予選ま
でとし、それ以降のマッチでは、全ての指導者を対象に⼀切認めないことと
する。 

（７）優勝者は必ず「持ち回り優勝杯」を持ち帰り、次年度の⼤会時に整備のう
え、責任を持って当該校の選⼿が返還すること。 

（８）荒天の場等合の⼤会の取り扱いについては、当⽇会場で、受付時刻までに発
表する。 

（９）本⼤会に係わる写真・映像等の広報についての活⽤と⼀切の権利については、
北海道ソフトテニス連盟に帰属し、承諾するものとする。なお、これらの活⽤
に不都合がある場合などは、北海道ソフトテニス連盟にお願いします。 
℡ 011-867-0162 

★変更が⽣じた際は、専⾨委員や⾼体連ソフトテニス専⾨部ホームページにより
参加校へ連絡する。 

 

 
 
 

ユニフォーム等の着⽤基準について   令和元年６⽉１０⽇ 改訂  
ソフトテニス競技者は競技会において、マッチ中は本連盟の公認するメーカーのユニフォームおよびシュー
ズを着⽤するものとする。ただし、⼤会主催者が認めた場合にはこの限りではない。  
１． ユニフォーム  

男⼦の場合、ゲームシャツと裾が膝より上のパンツ、⼥⼦の場合、ワンピースまたはゲームシャツと裾
が膝より上のパンツ、スコートとする。 

※Ｔシャツ、ジーンズはユニフォームとして着⽤できない。 
２． シューズ  

テニスコートを傷つけないテニスシューズとする。  
３． その他  

マッチ中に使⽤する物品については、本連盟が認める下記の範囲を超えて広告とみなされる企業名、商
標等および所属名を表⽰してはならない。 

（１）製造メーカー 
企業名、商標のロゴ等は２０㎠以内のものを、各製品それぞれ２箇所以内の表⽰とする。 
ただし、シューズについては箇所の制限をしない。 

（２）ユニフォーム広告等 
①スポンサー広告 
スポンサーの企業名、商標のロゴ等の広告を表⽰する場合は１広告につき４０㎠以内とする。 
②登録団体名 
団体名（ロゴ・校章含む）の表⽰については、シャツ（ワンピース含む）が１表⽰１３０㎠以内、パン
ツ・スコート等は 
４０㎠以内とする。 

※（２）については国⺠体育⼤会を除く。 
※（２）の貼付等により（１）を覆い隠してはいけない。 
※（２）について⼤会スポンサーはこの限りではない。 
《ウェアに関する特例》 

（１）オーバーウエア及び⻑袖スポーツシャツ、セーター等の着⽤については、⼤会主催者が認める場合
のみ着⽤可能とするが、ゼッケンは最上⾐服に貼付すること。 
（２）アンダーウエア（⻑袖を含む）及びスパッツの着⽤については、単⾊の製品を原則とする。 
 
 

この事業は、競輪の補助を受けて実施しています。 

競輪の補助事業 


